
集団単位で情報を取得

情報を得る対象

個人単位で情報を取得

タイプB
例…自治体、学校、施設、クラス単位でのデータを取り扱う研究

管理職を対象に校内の支援体制について尋ねる質問紙調査

タイプD
例… 発達障害当事者を対象とした事例研究 教職員を対象としたコンサルティングに関する研究

心理検査結果を取り扱う研究 教材や支援プログラムの効果検証を目的とする実践研究 要配慮個人情報を含む質問紙調査

インフォームド・コンセント手続きの選択のためのフローチャート（資料１）

要配慮個人情報注1

含まない

含む

注1:本人の人種、信条、社会的身分、病歴など、本人に対する不当な差別、偏見その他の不利益が生じないようにその取り扱いに特に配慮を要するもの
（例：診断名、心理検査結果など）

タイプC
例…児童の読み学習の発達基準値を明らかにする研究

クラスワイドに学習支援を行う研究（MIMなど）
要配慮個人情報を含まない質問紙調査

取り扱う情報

新規に獲得

既にある タイプA
例…自治体や学校などで公表されている結果に基づくメタ分析研究

文献研究

投稿する論文の内容をもとにタイプAからタイプDのいずれかを選択してください。


